
留学生は“日本”をどう見たか

2026年度 岐阜大学 日本語・日本文化研修留学生 修了論文発表会

日本語・日本文化研修留学生（日研生）とは、約１年間（10月～8月）岐阜大学で

日本語と日本文化を集中的に学ぶ留学生です。１年間の研修の成果である修了論文の

発表会を行います。オンライン（Zoom）でも配信いたします。

発表は日本語です。ぜひご参加・ご視聴ください。

日時：2026年8月2日（日） 13:30～15:30（途中入退室可）

場所：日本語・日本文化教育センター（日文センター）404室

（岐阜大学全学共通教育A棟4階）およびZoom配信

発表学生・発表題目（仮）（姓アルファベット順） ※発表順ではありません

● ドーンプライパーン ケームチラー（タイ）

日本とタイの大学入試制度の違いによる受験生のストレス

● ゴ ヴー フオン ゴック（ベトナム）

日本とベトナムの高等学校歴史教育の比較

● タンサワンクン ジャックワリン（タイ）

日本とタイの歯に対する美意識の比較

● シュク キョウバイ（祝 嬌梅）（中国）

越境する乙女ゲーム ―日中相互交流における受容及び変容―

● ショウ カロク（庄 嘉勒）（中国）

なぜ「友達」ではなく「友だち」か

―表記の選択に見る日本語の変化と文化的背景― 

参加申し込み方法：

【オンライン】下記URLまたは右QRコードから事前登録をお願いいたします。

事前登録が完了すると、Zoomの参加URLが届きます。
https://zoom.us/meeting/register/YRYErmnVTAKcGpiC2rH9WA

【対面】事前申し込みの必要はありません。当日会場（404室）にお越しください。

参加費：無料

主催：岐阜大学 日本語・日本文化教育センター（日文センター）

問い合わせ先：岐阜大学日本語・日本文化教育センター（058-293-2138, 

3392）

※本発表会の録画・録音・写真撮影（スクリーンショット）は禁止します。
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